
基本構想
THE MASTER PLAN OF ANJO CITY



　本市は、明治用水の開削により、豊かな水に育まれ「日本デンマーク」と呼ばれる農業都市として発展へ
の歩みを始めました。その後、積極的な企業誘致や住環境の整備を進め、ものづくり産業の集積地の一翼を
担う工業都市としてさらなる成長を遂げ、都市化が進展してきました。その結果、人口は近年まで堅調に増
加し、農・工・商のバランスがとれた、都市と自然が調和したまちとして引き継がれてきました。

　本市は、第８次総合計画において、市民が「豊かさ」と「幸せ」を実感できるまちを理念としてまちづく
りを進めてきました。これは、経済的な余裕に加え、心のゆとりや人とのふれあい、将来に対する安心など、「豊
かさ」や「幸せ」に対する多様な価値観がある中で、市民一人ひとりの幸せを実現することが、自治体行政
が担うべき最大の役割であると考えるものであり、第９次総合計画においてもこの理念を継承しています。

　全国で少子化が急速に進展し、人口減少が加速していく中、本市でも出生数は減少傾向にあります。まち
の未来を担う子どもの数の減少は、持続可能な社会を創るための克服すべき課題です。少子化に歯止めをか
け、本市の未来を次世代に引き継いでいくためには、子どもを核としたまちづくりを行っていくことが必要
です。

　社会全体で子どもを育む環境を整えることが、子育て世代の安心につながり、それがまちの活力を生み出
します。子どもたちの存在や、そこから生まれる活力は、まちの将来に対する安心感や期待感をつくり、未
来に向けて歩みを進めていくための原動力となります。

　地域に見守られ、大切に育まれたたくさんの子どもたちが本市に愛着を持ち、さらに次の世代へその想い
をつないでいくことが、まちの明るい未来を創っていきます。まちにとって子どもは未来そのものであり、
子どもが健やかに育つ社会が、すべての人の幸せをかなえるまちの姿なのです。

　本市は、安心して子どもを育てることのできる仕組みをつくり、市民の豊かな暮らしと地域の未来を支え
る確かな力を蓄え、安全・安心で誰もが住みたくなる魅力あふれるまちづくりを進めることにより「ともに
育み、未来をつくる　しあわせ共創都市　安城」の実現を目指します。
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第3章 目指す都市像
ともに育み、未来をつくる　　　　
　　　　　　しあわせ共創都市  安城　
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● 本市の人口は、推計によると、今後いったん増加するものの、令和９年（２０２７年）をピークに減少す
　 る見込みです。 （図５－１）
● 年少人口及び生産年齢人口は年々減少する一方、老年人口は増加し、少子高齢化が急速に進む見込みです。
　 （図５－２）

１.将来人口の推計～これまでの人口推移から推定した将来人口～

【住民基本台帳を基に算出】

（図５－１）将来人口の推計

【住民基本台帳を基に算出】

（図５－2）将来人口構成の推計

第4章 将来人口の見通し

（年）

（年）
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● 子育て世代と子ども、そして若い世代の転出に対して、新たな市街地形成に基づいた優良宅地の供給や積
　 極的な子育て施策の推進、そして企業立地の推進など産業振興による豊かな地域経済の創出と健全な雇用
　 環境の整備により転出抑制と転入促進を図ることを通じて人口増加を目指します。（図６－１）
● 一方、この場合においても高齢化は着実に進み、総人口は令和２９年（２０４７年）以降は減少傾向とな
　 る見通しであるため、「超高齢社会」、「人口減少社会」における持続可能な都市経営に向け、必要な施策
　 を精査し、戦略的に進めることが必要となります。（図６－２）

２.将来人口の展望～これからの取組によって目指す将来人口～

【住民基本台帳を基に算出】

（図６－１）将来人口の展望

【住民基本台帳を基に算出】

（図６－２）将来人口構成の展望

（年）



第5章 土地利用の方針

＊１．低未利用地　　　適正な利用が図られるべき土地であるにもかかわらず、 長期間に渡り利用されていない 「未利
　　　　　　　　　　　用地」 と、 周辺地域の利用状況に比べて利用の程度が低い「低利用地」 の総称
＊２．交流人口　　　　観光などでその地域に訪れる人々

用語
説明
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　本市はこれまで、主要な鉄道駅及び沿線周辺で形成された市街地への居住誘導や都市機能の集積を推進し、
誰もが住みやすいコンパクトなまちづくりを進めてきました。目指す都市像の実現に向け、今後も引き続き、
リニア中央新幹線の開業や民間投資の状況などの社会情勢を見据えた戦略的な土地利用を進めることにより、
誰もが住みたくなる魅力的なまちづくりを進め、将来を担う若者や子育て世代の定住促進を図ります。

　「集約型市街地形成エリア」では、今後の人口推移を見据えながら、計画的な都市基盤整備や低未利用地＊1

の有効活用などを進めることにより、都市機能の集積やまちなか居住を誘導し、居心地が良く、歩いて暮ら
せる持続可能な集約型市街地の形成を推進します。
　また、生活や産業を支える道路ネットワークの形成と、様々な交通手段を有機的につなぐ交通ネットワー
クの充実を図り、快適かつ円滑に移動できるまちづくりを推進します。

集約型市街地形成の推進

　リニア中央新幹線の開業や新たな民間投資などを契機としてポテンシャルがより高まる地域を「戦略的市
街地形成ゾーン」として位置づけ、新技術やサービスを導入したスマートシティを目指し、戦略的な市街地
の形成を推進します。
　とりわけ、本市農業の発展の礎となった機能が集積する地域を「農業イノベーション創出ゾーン」として
位置づけ、最先端技術の研究や実証、従来の形にとらわれないバリューチェーンの構築など、新しい農業の
価値を創出する拠点の形成を図ります。
　また、将来の人口増加の受け皿として、既存市街地周辺の利便性の高い地域を中心に「市街地拡大ゾーン」
と「農住共生検討ゾーン」を設け、市街地の拡大を推進するとともに、田園風景と調和した住環境の整備を
図ります。

戦略的な市街地形成の推進

　我が国を代表するものづくり産業の集積地としての恵まれた地理的条件や交通体系を活用し、積極的に企
業立地を誘導する地域として「産業ゾーン」を設けます。産業ゾーンは、周辺の土地利用との調和を図る観
点から、近隣集落の生活環境へ配慮し、幹線道路沿線や既存工業エリア周辺に位置づけます。

積極的かつ計画的な産業ゾーンの配置

　「優良農地保全エリア」では、集団的な農地における無秩序な開発を抑制し、食料などの生産基盤である
優良農地の保全を図り、農業先進都市として発展をしてきた本市の農業資源を次世代に引き継ぎます。
　また、農業経営基盤の一層の強化を図るため、農地利用の集積・集約化を推進します。

計画的な優良農地の保全

　リニア中央新幹線の開業による大都市圏との移動時間短縮による効果を西三河全域に波及させ、交流人口＊2 拡
大によって創出される活力を新たな都市活力の創造につなげるため、名古屋や周辺都市との交通基盤の整備を進
め、質の高い交通環境の形成を図るとともに、西三河地域を支える交流拠点として、周辺都市との連携強化を図
ります。

リニア新時代に向けた名古屋や周辺都市とのアクセス・連携強化
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